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写真１　HUG 終了後の意見交換の場面

考えよう！」をテーマに、学部所在市役所の災害担当
課監、独立行政法人地域医療推進機構船橋中央病院医
師、本学部生が登壇した。本学部生は、本学部所在地
区以外の地域住民、地区社会福祉協議会など多くの
住民が公聴する中で、４グループそれぞれの学生が

「HUGでの学びと地域で必要な備え」をテーマに発表
をした。なお、公開講座は本学部の近隣に住む地域住
民に本学部を知ってもらい、本学部と地域とのつなが
りをより強めることを目的とした地域交流イベントと
同時開催していた。

４．今後の展開の予定
　本科目を履修した学生は、公衆衛生看護学実習とし
て行政の備蓄関連施設の見学、保健所や保健センター
保健師の健康危機管理の役割や対応を学修する予定で
ある。その後、児童委員・民生委員が同席のもと、子
育て支援センターで子育て世帯を対象とした災害時の
備えで必要なことをテーマに健康教育を実践する予定
である。

５．倫理的配慮
　本科目及び公開講座での地域住民の助言と意見、学
生の学びが本学紀要で報告される可能性について該当
学生と地域住民から、写真の掲載も含め写真撮影前に
同意を得た。学生へは本科目の評価確定後に本報告の
趣旨や個人が特定されないよう十分配慮し、協力は個
人の自由であり、協力をしなくても個人が不利益を被
らないことを口頭で説明をした。

Ⅳ . 本科目と公開講座発表における
HUGを用いた地域住民との

協働における学生の学び

１．HUGを用いた地域住民との協働における学生の
　　学び
　今回は一般的な小学校の校舎内外の図面を用い、真
冬の午後に地震が発生したことを仮定し、HUGを実
施した。
１）避難者を受け入れる準備に関する学び

　学生は児童委員・民生委員とのコミュニ
ケーションから「真冬だと長時間外でお待た
せするのは子連れや高齢者は大変だ」「冬だ
と日が暮れるのが早いので早めに避難者を振
り分ける必要がある」「通路は最初に確保し
ないと後で作ることは難しい」と意見をもら
い、全てのグループが避難所の中心となる体
育館の入口付近に受付を設置し、体育館内通
路の決定が最初に検討していた。その後、学
生は児童委員・民生委員とのコミュニケー
ションの中で「体育館の入口付近を受付にす
ると導線がスムーズになる」「体育館の出入
口付近は、雨風をしのぎながら作業ができる」

「通路の確保は急病人の対応や感染症蔓延予
防につながるのではないか」など、避難者受
け入れ時に必要な準備へ関することを言語化
できていた。

２）体育館避難者への配慮に関する学び
　体育館出入口付近の避難者の配置は、高齢
者、乳児がいる家庭、支援が必要な避難者、
ペットを連れてきた家庭などグループによっ
て判断が異なっていた。「高齢者は排泄間隔
が短かく、下肢機能が低下しているため、校
庭の仮設トイレが近い方が良いと考えた」「乳
児がいると夜泣きなど気を使うので、泣いた
ら外に出やすい方が良いと考えた」「支援が
必要な避難者は、支援者が関わりやすい場所
が良いと考えた」「ペットは避難者の中に動
物アレルギーの方がいるのを考えると校庭で
預かることが原則であるが、大切な家族でも
あり、すぐに会える場所の方が安心できると
考えた」など、避難者の成長・発達や健康、
生活上の課題を考慮し検討することができて
いた。また、その際には、児童委員・民生委
員へ高齢者や乳児がいる家庭のニーズにつ
いてコミュニケーションを通し聞きながら、
HUGが進められていた。
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３）要配慮者に関する学び
　教室へは、発熱などの有症状者、ツアー旅
行者、妊婦がいる家庭、認知症高齢者がいる
家庭を配置していた。有症状者は感染症の可
能性があるため、体育館ではなく教室の使用
を検討する必要があると学生から意見が出さ
れていた。さらに１つのグループでは、有症
状者には他の避難者と違うフロアにある教室
の使用、トイレを他の避難者と分けて設置、
配膳やトイレ掃除係など関わる人は看護職や
介護職の避難者に協力を得るなど、具体的な
内容まで議論されていた。児童委員・民生委
員からは「ツアー旅行者は一時だけの避難に
なり、地元の避難者と初対面であることから
も、ツアー旅行者だけでまとめた方が良い」
と意見が出されていた。学生から「妊婦は感
染症になると胎児へ影響を与えるリスクがあ
る」と意見が出され、妊婦がいる家庭だけが
１つの教室へまとめられていた。さらに学生
から「認知症高齢者は新しい環境だと徘徊へ
つながる可能性があり、家族と静かに過ごせ
る場所が良い」と意見が出され、１つの教室
へまとめることに加え、家族だけの空間を作
るために仕切りを作ることも議論されてい
た。

４）避難所内での情報の提供・共有に関する学び
　児童委員・民生委員から「避難所は状況が
目まぐるしく変わるので、掲示板で避難者に
情報を伝えた方が良い」「この地域は外国人
も多い」と意見が出されていた。学生から「日
本語だけではなく英語も合わせて書いてはど
うか」「重要なことは大きく太文字で書いて
はどうか」と意見が出されていた。仮設トイ
レの設置場所、支給物品の受け取り方法など
避難者が必要な情報を紙に書いたものが掲示
板に貼り出されていた。
　児童委員・民生委員から「避難所は住民で
運営するので、炊き出しなどのお手伝いも掲
示板に貼りだしてはどうか」と意見があり、
学生から掲示板を避難者全員への情報、お手
伝い募集、お手伝いスタッフへの情報とス
ペースを分けて貼りだしてはどうかと意見が
出されていた。

２．本科目後の地域住民との協働における学生の学び
　2025年３月に本学部で開催された地域交流イベン
トの公開講座で、学生がHUGによる学びを児童委員・

民生委員からの助言や意見を参考に検討した内容を発
表し、来場者からの質問に答えることで授業での学び
を振り返り深める機会となった。
　学生からは、備蓄品に不足品が生じた時の対応、ト
イレが詰まるなどの不測の事態が生じた時の対応、医
療的ケアや認知症などの要配慮者への対応に迷い、児
童委員・民生委員の助言や意見を参考に検討した内容
が発表された。具体的には、「備蓄品が足りない場合
は避難者同士が支え合うように掲示板を活用して何が
不足しているのか避難者へ伝えることを考えた」「ト
イレが詰まった場合は、備蓄品ではなく学校にあるバ
ケツと、プールの水を使って排泄物を流すことを考え
た」「ストーマなど医療的ケアが日常的に必要な場合
はプライバシーが保たれる部屋を確保することや、車
で避難している場合は車を活用で来るように駐車場所
を検討した」「認知症高齢者がいる家庭は教室やテン
ト、仕切りを活用することで、見慣れた家族だけで過
ごせる空間を確保するよう考えた」などの内容が発表
された。
　公開講座で学生の発表を公聴した地域住民からは、

「今回、本科目を学修した学生以外にも学びを共有し
てもらいたい」「地域住民だけでは考えられない看護
の視点で避難所運営を考えられているので勉強になっ
た」など感想があった。

写真２　地域交流イベント公開講座での質疑応答の様子
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Ⅴ . 考察

１．本科目でのHUGを用いた地域住民との協働に
　　おける成果
　ＨUGを用いた授業の到達目標「地域の災害対策に
おける保健師の役割、活動について、連携・協働も含
め理解することができる」は、達成することができた
と考えられる。その理由の１つ目は、児童委員・民生
委員の助言や意見を聞きながらHUGを実施すること
は、地域住民との連携・協働の重要性を理解する機会
となったことである。２つ目としては、災害対策にお
ける保健師の役割や活動の理解を、学生が今まで学ん
できた感染症蔓延予防や要配慮者の対応などの看護の
知識を活かし検討することができたことである。保健
師学生へのHUGを用いた教育効果は、避難所の状況
の理解、発災後72時間以内の避難所での保健師の役割
や関係者・機関との連携調整について考えられること
につながる６）と報告されている。学生が地域住民と
協働しHUGを実践することは、関係者・機関との連
携調整を体験することができることに加え、看護学生
として参加住民と接することができ、学生はこれまで
学修して得た看護知識と現状を関連付けることや、保
健師の役割を考え理解することを促していた可能性が
考えられる。保健師学生の実習では、自然災害対応は
体験できないが、災害発生時には保健師は即座に避難
所運営をしなければならなく、演習を通して健康危機
管理における災害対応の実践能力の強化を図る必要が
ある６）と述べられている。本学部がある船橋市は風
水害による自然災害に注意が必要であり、HUGを用
いた演習で実践力の強化へつなげることは重要である
と考えられる。
　HUGを用いた地域住民との協働は、学生が看護の
知識を活かして様々なことを検討することができたこ
とにつながったため、学位授与方針「人々と社会に対
する幅広い知識と医療・看護に関する専門知識・技術
を論理的・統合的に活用し、様々な健康段階にある人々
の安心で充実した暮らしを支える看護を実践できる能
力」の養成へ寄与するものであると考えられる。また、
地域住民の助言や意見を丁寧に聴きながら対応する学
修は、学位授与方針「看護サービスを受ける人々や他
職種と効果的な関係を構築し共通の目的達成に貢献で
きる連携・協働能力」の養成に寄与すると考えられる。
病院が中心となり、自治会役員、管理組合職員、有料
老人ホーム職員でHUGを実施した効果について、初
対面の人とも話をして実施することは、災害時の避難
所運営ゲームをグループで模擬体験することであり、
防災教育の要８）となると報告されている。学生が地

域住民と協働して健康危機管理を学修することは、災
害に関する学修に必要であると考える。さらに、災害
時の外国人への対応を地域住民にニーズを確認しなが
ら学修する機会となり、学位授与方針「グローバル化・
情報ネットワーク化に対応できる視野と語学・情報ス
キルを持って社会のニーズをとらえ創造的に応えられ
る能力」養成に寄与する可能性があると考えられる。

２．今後の課題
　本科目での地域住民は児童委員・民生委員に限定さ
れている。児童委員・民生委員は子どもから高齢者の
幅広い地域住民の状況やニーズを把握しているため、
災害時に協働する地域住民として重要である。大学
生がHUGを使用し災害について学ぶメンバーとして、
社会福祉協議会、社会人ボランティア９）、看護大学生
へは地域の防災リーダー 10)、町会役員11)など、地域
の状況に応じて選定されている。そのため、風水害が
多い地域の状況に応じ、地域住民を児童委員・民生委
員以外にも協力を得ることを検討していく必要があ
る。
　また、公開講座を公聴した住民から、本科目に参加
していない学生へにも学びを共有して欲しいという意
見があった。災害はいつ発生するかわからないことか
ら、災害時の対応について理解することは重要である。
特に看護学生は、災害看護や地域看護の学修へつなが
るため、看護学生に広くHUGを用いた授業をするこ
とや、学びを共有する機会を持つことを検討する必要
がある。

Ⅵ . 結論

　保健師学生が健康危機管理についてHUGを用いて
地域住民と協働して学修することは、地域住民との連
携・協働を理解するだけではなく、今までの学修と連
動させて保健師の役割を検討することへもつながっ
た。また、学位授与方針のグローバル化・情報ネット
ワーク化に対応できる能力へつながる学びを得る機会
ともなったことから、保健師学生だけではなく看護学
生の学修にHUGを用いた地域住民との協働が活用で
きるよう、検討する必要がある。
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